
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：□は改善部品を示す。 

左右のリヤマフラ出口のテールパイプの肉厚が不足しているため、走行時の振動により亀裂が生じ、最悪

の場合、テールパイプが脱落するおそれがある。 

全車両、左右のリヤマフラを対策品に交換する。 

基準不適合発生箇所 テールパイプ形状、肉厚変更（1.5→2.0mm） 

改善措置の内容 

 

リヤマフラ 


